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(フ の
第4次 白老町総合計画まちづくり指標 (前期)

(生活 ・環境の向上)

項 目 単位
H15

(現状値)

H19

(目標値)
説  明

環境美化
・衛生

景観に関する町民関心度

景観に関する町民満足度

％

％
′
■

30姓

50雄

町民意識調査

町民意識調査

不法投棄量 t 50以 下

雑草等指導除去率 % 74.9 75揚L上 除去対応数■指導件数

クリーンしらおい実施町内会数

クリーンしらおい参加人数

件

人

８８

００

109

8000,文」と

生活衛生に関する苦情件数 件 0

放れ犬等通報件数

狂犬病予防注射接種率

件

％

34

73.8

20以 下

7 5 , t上 接種犬数÷登録犬数

火葬場施設に関する苦情件数 件 0 0

白老霊園使用可能区画数 区画 常時確保充足数

公園 口

緑地

公共施設植樹 ・植栽箇所数

町民植樹際参加者数
鍋
人

４

　

５

40以LL

100以上 H13～H15平 均

里親制度実施公園数 箇所
０
４ 全対象施設 100%

上下水道
・じ尿 ・

生活排水

処理

上水道利用者満足度

有収率

漏水件数

％

％

件

54

8 1 . 5

45

80,L上

90,L上

20以 下

町民意識調査

年間総有収水量+年 間総排水量

排水本管のみ

下水道普及率

水洗化率 (処理区域内世帯)

％

％

87り上L

92.5以 上

使用可能人数キ総人口

使用人数■使用可能人数

合併処理浄化槽設置数 件 100 100以上 下水道処理区域外

ごみ ・リサ

イクル ロ省

エネ

町民一人当たりごみ排出量 kg 35以 下 給排出ごみ量キ総人ロキ12月

ごみリサイクル率 % 以 上

土地保全
B防災

人エリーフ整備率 (直轄海岸分)

(補助海岸分)

％

％

66ルと上

84姓 竹浦地区 (虎杖浜地区を除く)

消防

防火団体の年間活動回数
一般家庭防火査察実施率

独居老人宅防火訪問指導率

防火管理者資格取得講習会実施数

件

％

％

回

５

　
６

　

９

　
０

・

４

　

４

2

50姓

70,と上

2

1団体あたり

3,0821牛

4061牛

計画期間内合計

消防車両配備率

消防団員充足率

％

％

80,とと

100 1 2 8 人

普通救急議習会受講者数

その他講習会受講者数

人

人

４

２

２

２

100以上

600以上

消防学校専科教育派遣者数 人 10 計画期間内合計

町民生活

の安定

自主防犯組織を有する町内会数 町内会
〔
Ｖ

消費生活相談における問題解消率 % 90,t上

交通死亡事故のない日数 (連続) 日
力
■ 500以上 S51.2.26～S52.6.30(過 去最高)

ウタリ生活相談の問題解消率 % 90,L上

町民生活相談における問題解消率 % 90,L上

罰路・交通

機関

幹線道路の利便性満足度 % 42 50,L上 町民意識調査

補助幹線 ・生活道路の利便性満足度 % 42 45揚L上 町民意識調査

這路里親制度実施町内会数 町内会 0 30姓

住宅 ・

住環境

町営住宅の町外転入者入居者数 人 60雄 人口増加目標1,500人X人口比率 (公

営住宅)0.lX削 減率0.8÷2(4ヵ 年)

町営住宅利用者満足度 % 40揚と上 利用者アンケー ト

緑町土地区画整理事業施行区域内

新規住宅建設戸数

戸 20,と 上
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(健康 ・福祉の向上)

項 目 単位
H15

(現状値)

H19

(目標値)
説  明

健康

づくり

主観的健康感

公共施設の全面禁煙化

％

％

69,4 75りLと

100

町民意識調査

地域医療
不良債務比率 (町立病院における債

務の割合)

% 10以 下 不良債務額+医 療収入 X100

地域福祉

バ、れあいチームが結成されている

町内会数

福祉ボランティア登録者の割合

8T内会

%

45以上L

5 姓 ボランティアセンター登録者 (福

祉関連)キ 総人口X100

総合保健福祉センター利用者数 人 65,860 70,000

以上

車イス利用可能 トイレが設置され

ている公共施設数

箇所 30

生活保護率 9 6 0 25.5 25.5以 下

子育て

支援

保育園入園待機児童数

子ども発達支援センター利用者数

人

人

0

4,596

0

5,000姓 (子育て支援部門)

高齢者

福祉

介護予防訪問指導回数 回 150以上

高齢者クラブ加入者数 人 1,481 1,500姓

高齢者大学学生数 人 320 400以 上

高齢者事業団就労者数 人 85以 LL
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(生涯学習の推進)

項 目 単位
H15

(現状値)

H19

( 目標l t L l
説  明

生涯学習

社会の

推進

生涯学習推進体制に関する町民満

足度

% 町民意識調査

学びあいバンク登録者の活用人数 人
方
■

幼児教育
幼稚園就園率 % 入園者/対 象幼児数

幼児教育環境に関する町民満足度 %
■
■ 町民意識調査

小中学校

教育

学校運営に関する町民満足度 %
力
■ 50 町民意識調査

特殊学級設置率 % 100 （
） 設置数/設 置必要数

英語指導助手派遣検数 校 10 町内全小中学校

パソコン設置台数
，
■ 全小中学校における設置台数合計

キロ標値はH15末 時点での生徒数

(一人 1台)

健康診断受診率 %
（
Ｖ

〔
） 受診者数/受 診対象数

高等学校

教育

高等学校教育に関する町民満足度 %
力
■ 50 町民意識調査

北海道来高校、白老東高校生徒数 人 949 現状維持

入学準備金制度利用者数 人 30

専門学校
。大学 ・

研究機関

専門学校等生徒数 人 160 白老航空学園定員数

社会教育

家庭教育事業参加者数 人 300

青少年ボランティアリーダー数

青少年育成団体登録者数

人

人

3

524

12

540

お、るさと教育 ・体験学習事業参加者

数

人 1,200 1.200

コミュニティカレッジ参加者数

生涯学習講座参加者数

人

人

107

11200

120

21400

女性団体登録者数 人
ハ
Ｖ 340

高齢者大学参加者数 人 320 400

社会教育施設利用者数 人 146,900 150,000

社会教育計画進捗率 % 100 計画目標の進捗率

読書活動

図書館利用者数

図書貸出冊数

人

冊

18,132

80,145

19,000

881000

図書館蔵書数 冊 53,193 591000

吾術 ・文化

文化団体連絡協議会加入団体数

芸術鑑賞事業開催数
酪
回

４

　

７

文化施設 (蔵)利 用者数 人 9,766 11,000

文化財

埋蔵文化財資料公開回数 回 3 5

史跡 (仙台陣屋)の 見学者数 人 28,000 30,000

以上

資料館入館者数X3.3人

指定文化財数 箇所 7 9

「歴史と文化のまち」のPR展 示満

足度

% 80 90,と 上 展示会場でのアンケー ト調査

民族文化

アイヌ文化に関する町民関心度

アイヌ文化学習指導員 ・解説員数

％

人 10

０

　

０

町民意識調査

アイヌ民族博物館来館者数 人 284,275 320,000

スポーツ
・レクリエ
ーション

スポレク団体数 団体

体育指導員数

体育指導員活動日数

スポレク推進委員活動日数

人

日

日

２

　

　

　

３

スポーツ施設利用者数 人 161,354 163,000
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(産業の振興)

項 目 単位
H15

(現状値)

H19

( 目標1 直)
説  明

産業連携

新規起業数 件 5以 上

しらおい経済センター年間利用者 人 11.560 20,000

以上

Ｈ‐５

値

は選挙に関わる利用者数を除いた

地場産品PRイ ベント数 回 15以 上 ホ
・
ス2、リンケ、東胆、駐屯、森田2、」R2、

朝夕市 4

港湾

白老港整備率 % 70.1 82.1以上 総事業費(累計)キ計画額(全内
中漁港区、第 1～3商港区を含む全

体整備率

白老港取扱い貨物量

白老港公共上屋利用率

白老港造成地売却面積

ｔ
　

　

％

２ｍ

794,000

100

960,000

以上

100

6,000姓

港湾PRイベント開催数

来場者数

国

人 （
Ｖ

7

45,000

港まつり十朝市 ・夕市

観光業

観光客入込み数 (全体) 万人 200以 上 観光客入込み調査

観光客入込み数 (ポロト地区) 万 人 32以 上 観光客入込み調査

観光客入込み数 (虎杖浜地区) 万 人 98.8 100以上 観光客入込み調査

農業

肉用牛肥育頭数

平均枝肉重量

頭

惟

３

　

０

９

　

０

３

　

４

1,000姓

460以上

堆肥舎棟数

草地面積

棟

農家平均所得 万 円 600

農家数 一戸 家畜飼養頭羽数実態調査による畜

産農家数

農地面積

林産業

森林面積 (国有林を除く)

町有林整備率

民有林整備率

Ｈａ
　
　
％

％

10,901

32

17

10,901

38

22

(固有林22,621ha、町有林760ha、賄

林10,141ha)

町有林整備面積■町有林総面積

民有林整備面積キ民有林総面積

特用林産物 (しいたけ)生 産量 t 547 550以上

水産業

漁業生産量

漁業生産額 ｔ
訪
円

9, 626

1 , 7 1 7

11,000

2,100姓

漁業生産量 (ホッキ員)

漁業生産額 (ホッキ員)

t

百万

円

275

130

300以上

153以上

水産系廃棄物処理率 %
（
Ｖ 100
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(町民活動 '行政活動の充実)

項 目 単位
H 1 5

(現状値)

H19

(目標1直)
説  明

町民活動

NPO法人化数

NPO法人への公共事業等委託数

団体

件

1 0 姓

10以 上

ボランティアセンター登録者数 人 11200 21000以 上

まちづくり活動センター利用者数 人 500以上

町民の自主管理により運営を行う

公共施設数

箇所 3以 上

まつり'イベント等来場者数 人 120,000 200,000

以上

世代間

交流

世代間交流に関する事業数 事業 8 10姓

世代間交流事業参加者数 (音遊び)

世代間交流事業参加者数 (今遊び)

人

人

200以 上

200以 上

男女共同

参画

男女共同参画推進計画浸透率

進捗率

％

％

30姓

80以 上

アンケー ト調査

アンケー ト調査

男女共同参画の理解度

推進意識度

％

％

50雄

40姓

アンケー ト調査

アンケー ト調査

情報通信

たうんねっと 「元気くん」利用数

町ホームページアクセス数

まちの駅利用者数

件

　

件

　

人

12,000

133,000

223

15,000

以上

120,000

以上

1,000"え」L

インターネット利用率 % 47.6 55姓 町民意識調査

都市問

交流

国内姉妹都市交流事業参加者数 人 200 250以 上

国際交流に関する相談件数

国際交流に関する理解度

民間主体による姉妹都市交流者数

件

％

人

50姓

40以上L

300以 上

町民意識調査 (関心度)

計画期間内合計

身近な

町政

役場改善向上率 (利便性満足度) % 60,LL 来庁者アンケー ト

役場来庁者の職員対応満足度 % 80以 LL 来庁者アンケー ト

出前講座メニュー数 講座 55り LL

文書管理システムAラ ンク課数 課 12,兆上

行財政

行政改革実施計画進捗率

行政改革による効果額

行政評価 (業務評価)実 施率

業務評価における目標達成率

％

御

％

％

52.6

4

０

０

　
０

０

０

２

　
０

７

各種計画進捗率

各種計画目標達成率

％

％

０

　
０

０

　
０

国 ・道に対する重点要望項目の実現

数

項 目 6以 上

町税収納の日座振替率 % 40,0

公共施設修繕計画進捗率 % 80姓

市街地区域内における建物敷地面

積

h a
力
■ 560以 上

都市基盤施設変更件数 件 3以 上

白老町定員管理適正化計画達成率 % 100

職員健康診断における要再検査率 % 20以 下

人材育成基本計画進捗率 % 100
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(社合 ・白老 ・森野地区)

項 目 単位
H15

(現状値)

H19

(目標値)
説  明

生活 ・環

境の向上

里規制度実施公園数 箇所 0 対象施設100%

交通アクセスに関する町民満足度

景観に関する町民満足度

％

％

3 0以_ L

5 0以_ L

町民意識調査

町民意識調査

生涯学習

の推進

アイヌ民族博物館来場者数 万 人 32鵬 再掲

史跡見学者数 万 人 3以 上 再掲

既存文化施設の修繕達成度 % 60以 _L

図書館利用者数 人 18132 19000 再掲

図書館蔵書数 冊 53193 59000 再掲

(石山 ・萩野 ・北吉原地区)

項 目 単位
H15

(現状値)

H19

(目標値)
説 ||‐明

生活 口環

境の向上

萩野 12間 線排水路における転落

等事故件数

道路里規制度実施団体数

件

団体 0

０

　

　

　

５

地域の環境整備を自主的に行う町

内会数 (草刈機貸出町内会数)

(清掃活動実施町内会数)

好内会

打内会

０

　

８

防犯グッズ常備世帯数 世帯 3,000

下水道水洗化率 % 92.5

道路の利便性に関する住民満足度 %
′
■ 町民意識調査

彗康・福祉の向上 或 餌 朝 亜 % 60 町民意識調査

生涯学習

の推進

一般開放されている民間施設数

スカイスポーツの愛好家数

箇所

人

４

　

２

４

　

０

スポーツ施設等

産業の

振興

商業サービスに関する住民満足度 % 町民意識調査

白老港第 3商港区整備率

港でのイベント来場者数

％

人

70.1

40,000

82 1

45,000

再掲

再掲

滑空場、自老港、萩野里自然公園を

活用したイベント来場者数

人 50,000 55,000

町民活動
・行政活動

の充実

的 車 帥

コミュニティ施設利用者数

箇所

人

3

36.000

全施設

40,000

地域におけるイベント来場者数 人 501000 55,000 再 掲

(竹浦 口飛生 ・虎杖浜地区)

項 目| 単位
IH11151

(現状値)

: H 1 1 9 1

(目標値)
1説■|1明

生活 ・環

境の向上

クリーン自老実施町内会数

雑草等指導除去率

打内会

%

20

74.9

23

75以上L

全町内会

除去対応数キ指導件数

地区総人口 人 4,424 4,424 住民基本台帳人口

韻 ・福祉の向上 主観的健康感 C / t 75,と上 町民意識調査

生涯学習

の推進

児童クラブ数 (民間を含む)

児童クラブ受け入れ可能児童数

図書館利用登録者数

図書年間貸出冊数 (移動図書館分)

揃
人
人
冊

2

45

577

41399

2

45

630以 上

4,800,え」L

産業の振興 観光客入込み数 万 人 98,8 100以上 観光客入込み調査

町民活動
口行政活動

の充実

お くり雛 カ ー‐へα】登銭荘ヨロ戦資

ポランティアセンター登録者数

登録団体数

インターネット利用率

琳
人
酪
％

９５９６
・

100以上

200以 上

1 0 , た上

55 町民意識調査
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０
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Ｃ
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Ｒ
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Ｓ
に
申

陰

彊

Ｈ

Ｍ

質

Ｘ

Ｓ
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醒
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０
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Ｇ
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Ｗ
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Ｗ
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Ｇ
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Ｎ

ヽ
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望
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Ｇ
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Ｓ
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Ｇ
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＝
対
―

禅
鑑
距
特
酪
塩
毛
脳
告

Ｎ

申
軍
S
ぶ
穣
Gヽ
伸Ⅲ
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Ｈ
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０
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〓
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林

や
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軽
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０
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）
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ヽ
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蜂
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懇
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Ｇ
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Ｇ
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Ｏ
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‐
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０
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空
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喜
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卜
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丁

ヽ
卜
裏
喜

ヽ
卜
真
喜

ヽ
卜
真
喜

ヽ
卜
謹

ｔ

ヽ
卜
碁
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ヽ
卜
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喜

ヽ
卜
喜
キー

ヽ
卜
真
〓

ヽ
卜
一云
こ

ヽ
卜
一云
喜

ヽ
卜
京
こ

|

ヽ
卜
一一Ａ
喜

ヽ
卜
一云
喜

ヽ
卜
暮
干

ｔ々
ｓ
Ｉ
】
準

い
や
拘
全

部
叶
ｏ
ｒ

い
０
０
．一

い
　
Ｎ
０

０
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い

０
ゆ ．

一

一

〕
．ヽ

０

０
０
や

０
．Ｃ

０
一

０
０
や
．寸

Ｏ
Ｃ
中
、

ｒ

０
い
０

０
い

０
い
ト

０
中

０
す
０
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一

一　
Ｎ
い

マ
命

０
い
０
．一

い
や
れ
ｅ

苺

甘

ゆ

０
０
り
，０

，Ｎ
０

口
Ｎ

い
．０

い

０
０
わ

０
〇
一
．ヤ

０
０
０
．一

０
０
０

）Ｎ い
や
０

０
ト

０
一

Ｎ
０

０
り
”

０
一

０
い
０
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”

Ｎ
Ｈ
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一謹

０
一
０
ゎ”

０
や

．や
０

０
一

０
や

い
。Ｃ

命
，０

い

０
卜
”

０
ト

や
Ｃ
一
．０

い
卜
０
，Ｎ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
、一

Ｎ
Ｎ 卜

一
．一

”
ト

．い
い

０
い
い

崎
■ ．い

０

い
卜
一
．一

や
０
０
．一

０
　
一
章

０
．卜

い

す
　
Ｏ
Ｎ

Ｎ
　
Ｏ
Ｎ

い
　
０
一

０
，卜

や

０
０
０ ，や

や
０
一
．ト

一Ｎ
．”

．】Ｎ
０
ヽ

０
マ
ト

０
０
ト

０
す０

一
卜
一

Ｎ
章
一 ０

０

０
一
Ｎ
．一

，Ｎ
Ｎ

（０
一〓
）

翌
年
球

卜
０
寸
，ゆ

０
や

一〇

Ｎ
．や

Ｎ

卜
．一〇

０
．一

ト

Ｎ
Ｏ
い

R 卜
い
０
，い

や
０
一

や
Ｎ

Ｏ
Ｎ ．”Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
”

Ｎ
い
０

一
．ゆ

０
一〇

”
ト

卜
Ｃ
一

．０
０

Ｎ
Ｏ
Ｎ
，一

Ｎ
，一Ｎ

（章
一工
）

里
穀
蛸

”
ヤ
一
、わ

い
，卜

や
０
０ 一Ｎ

い
．０

や

０
０
０

い
０
や

章
　
ゆ

一
一 一Ｎ

．や |

０
一
〇

一Ｎ ‘韓
Ｎ

．Ｎ
０

”
田
０

０
一
Ｃ

．”
ト

や
卜
一

０
一
０
．ｒ

０
．一Ｎ

G卓
撃 E
製代

氏 氏 メ ヽ ヽ 氏 氏
氏

、 ヽ メ メ
▲
| ヽ ＼ 氏 ＼ ヽ 氏 メ メ ＼ 氏 氏 ヘ メ メ|メ ヽ 氏 氏

事
輩

球
ヽ
く

ま ざ ぷ ざ ざ ま く
球
ヽ
士

ぷ
や
ヽ
士

け
ヽ
＜

叫
ヽ
く

叶
ヽ
革

球

ヽ
く

選
，く
ヽ
回

国
＼
く

ざ 念 ぷ く く ぷ ざ 求
Ｅ
ヽ
く

、

ぷ ぷ
球
ヽ
く

ざ

率

製

El t

選

（神
伸
埜
対
神
畿
に
）怒

く
や
二
）
と
ば
や
く
コ
ー
【
Ｇ
率
棋
理
瑠
騨
峻

や
覇
Ｑ
く
や
増
楽
怒
韓
ヤ
く
や
れ
Ｖ
湛
軍
】
増

気

，Ｖ
≡
Ｇ
業
恭
Ｑ
豊
神
神
壌
距
ヤ
神
帥
避

ぐ
轟
Ｇ
く
と
黎
杓

ヤ
ヽ
と
翌
ど
ミ
偽
爺
辞

，電
Ｇ
盤
照
Ｑ
神
伸
堂

４型

翻

∈

く
（
菫
対
や
二
】
卓
和
螢
尉
終
神
帥
畳
ヤ
ぐ
翠

将
社
量 ム型

醇

選
樹
や
対
り
（

当
繋

慈
鞭
セ
恵
Ｇ
緯
神
黎
ば
や
ヽ
逆
盟
墓
懲
四
棋

慈
士
士
思
斌
鞘
霊

●
覇
Ｇ
く
捉
Ｄ
目
却
博

食
終
趣
製
欄
虫
芝
霞
瞑
Ｇ
念
肛
ヤヤ
時
憾
隅

窓
士
緯
理
鯛
或
，貞
窓
辞

慈
隅
或
奪
館
Ｇ
‘
田
推
建

黙
神
ミ
総
環
Ｋ
Ｖ
枠
悼

怒
せ
眠
再
―
ヽ
ヽ
学
生
―
者
ふ
，１
ふ
ィ
ト
ト

慈
士
穏
軍
中
は
・い
０

窯
回
氏
再
ｓ
足
却
く
―
碧
相
ミ

悪
神
長
裕
相
慈
へ
わ
増
■
慕
Ｇ
ｓ
縦
却
回

奏
凶
Ｇ
電
■
や
二
Ｖ
Ｄ
謡
医
神
小
―
て
ヽ
１
格

霞
皆
や
糸
ミ
望

Ｇ
〉
障
り
一盤
国
・基
暉
や
卜
氏
認
〉
ヽ
ヤ
電
ほ

ぐ

覇

Ｇ
＜

博
に
ド
Ｄ
隠
的
思
降
臣
ほ
愚
に
ｋ
儲
贋
隠
睡

慈
Ｇ
く
や
牟
轄
Ｖ
つ
却
卜
ゃ
卜
ヽ
卜
〉質
辞
理 ぷ

Ｇ
く
や
牟
黙
Ｖ
Ｏ
韓
巾
空
紋
電
Ｅ
控
】
車
観

↑
轟
Ｇ
選
封
・閣

ミ

Ｇ
駕

“

ソ

革

●
ヤ

声

ミ
鮮

代

ぐ

⊆

Ｓ

駅
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紳
覇
Ｑ

選
朝
・閣
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や
お
臣
デ
お
Ｄ
黙
く
挑
黙
Ｇ
雄
盟

なや

対

３
】ぐ
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ξ

せ

冬

で
Ｅ

今

、

〉
”
５
揺
臣
阻
厘
ほ
脳
ぼ
慢
僻
隅
悟
樹
厨
偲
臨

慈
↑

轟

↑

語

Ｇ
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朝

，
対

ミ

や
０

暑き
軒苺

語営

怒
Ｑ
く
世
Ｇ
題
逆
禅
謡
革
朴
ヤ
く
Ｇ
寧
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中
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Ｑ
く
（
喪
対
把
へ
＋
Ｋ
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判
Ｑ
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留
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恭
・尊
朴
Ｖ
二
Ｑ
逆
拒
語
Ｇ
や
対
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お
や
ど
鴛

へ
く
ニ
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選

観

Ｇ
冬
対
母
く
′♪や
ど
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民
ヽ
弥
や

隅
陣
隣
ド
は
隔
陣
階
鰐

一　
　
毎
轟
Ｇ
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照
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鞭
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覇
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Ｇ
鰹
朝
・相
呉
軽
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Ｃ
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卜
】

０
ギ

０
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ａ
専

０
崎

弱
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０
い

専
い

い
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０
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卜
崎
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０
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【
０

ヽ
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Ｃ
Ｃ

車
０

一
〇

卜
一

”
一
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ａ
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０
ト

Ｎ
ヽ
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球
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Ｘ
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や
〉
０
や
毬
懇
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騨
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神
胸
登
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や
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革

Ｍ
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Ｈ
回
判
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体
領
辞

【

や
卜
単
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申
喜
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に
は
Ｍ
悩
価
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牌
―
一

将
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駅
拭
巾
く
コ
ー
小
経
球

一

や
〉
い
中
持
韓

卓
や
卜
器
Ｈ
巾
ツ
ト
ト

Ｎ

Ｗ
■
盟

料

ヽ
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田
Ｇ
四

隠
い

∝
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宅

”

や
卜
堅

Ⅸ
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Ｓ
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と
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や

豊
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Ｇ

日
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一
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０
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Ｚ
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卜
照
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陣
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転
革
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墓
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捜
朝
革
朴

０
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０
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革
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投
卓
負
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離
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Ｓ
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Ｇ
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Ｏ
Ｎ
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畳
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Ｇ
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ツ
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台
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樹
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や
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０
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Ｗ
卜
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馬
樽
単
陛
Ｐ
飼
卜

Ｒ
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０
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対
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０
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や
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Ｇ
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Ｄ
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ヽ
卜
喜

―

ヽ
ト
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喜

ヽ
卜
真
喜

ヽ
卜
著
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ヽ
卜
革
一―

ヽ
卜
挙
干

ヽ
卜
き
千

ヽ
卜
謹
―

ヽ
卜
裏
こ

ヽ
卜
謹 |

ヽ
卜
喜
干

ヽ
卜
基

―

ヽ
卜
芸

―

|
|

|
|
|

い
や
和
Ｓ

選

時

ｏ
ｒ

０
い
や

０
０

０
青

０
　
〇
一

Ｎ
”
章
．寸

い
Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

０
い
０
，Ｎ

０
い
０
，Ｎ
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一 ０

０
Ｎ
、Ｎ 宮|

（
Ｏ
ヽ
工
と
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専

い
や

和
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選

け

０

Ｏ
　
Ｃ
一

）０
一

〕０ ）０
Ｃ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

０
　
ト
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０
や
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い
い
Ｎ

Ｏ
Ｎ

０
０
Ｃ
ゥヽ

い
や
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０
０
Ｎ
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０
０
０
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０
い

Ｎ
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Ｇ
軽
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思

Ｇ
眸
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X O O X O O O i O O X O O O X O O O く く O | O く | O X O

静

一護

”
ト

一
一め

Ｏ
　
Ｎ
”

や
０

．Ｃ
”

卜
　
一い

一
一

す
　
０
一

０
　
０
Ｎ

０
”
　
一

や
。”

マ
．０

０

０
ゆ
Ｎ
ぃや

一
一
田

Ｏ
Ｎ

や
ミ

| 1

一
ト ”

０
，Ｎ

０
０
０
．０

卜
や

マ
．Ｃ

Ｎ
卜
や ０

一

〕
い
０

ヽ
．０

”

一
，り

０

い

０

一

．
一

一

一
．卜

一

０
　
い
Ｎ

卜
一
　
ヤ

．卜
０

０
０
Ｎ
．や 1

Ｏ
Ｎ

1

一Ｎ
1

Ｎ
卜
０
，Ｎ

０
０
０
さ０

卜
や

（
ゆ
一
〓
）

樫
革
暉

い
．ト

マ
，Ｎ

０

０
　
０
０

０
．０

０

Ｎ
‘０

い

Ｎ
．０

０
，】

一

章
一
Ｎ

い
０
．

一
い
０

０
０
や
。や |

Ｃ
Ｎ

や
０

|

・Ｎ

的
０
　
０
０
Ｃ
、田

一
ｒ
．Ｎ

０００
ぃＯфマ

（章
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）

理
難
鞘

０
．”

卜
一ト

”
．一〇

ミ
．卜

”

Ｎ
　
す
０

０
め

Ｏ
　
Ｎ
一

０
．一Ｎ

Ｎ

一

Ｎ
　
章
一

０
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０

Ｎ
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分野別計画

成■果十指■標 単位
現状値|
1‐1年度

15年 度
後期目標
121年度|

数値取得方法

学習内容を理解している児童コ生徒の割合 %
803

( 1 3年 度)
63.3 80 業務取得

円梶
川

英語によるコミュニケーションヘの積極性が向上した生徒の割合 %
5 2 6

(13年 度)
464 60 業務取得

自分でインターネットや電子メールを使える児童・生徒の割合
|チユル|

%
7 4 . 7

4 2 6

Ｏ

Ｏ

９

９
業務取得

教育相談に訪れ何らかの改善が見られた人の割合 % 268 64,7 9 0 業務取得

(小学生)

不登校児童 ・生徒出現率   ‐

(中学生)

%

(人 )

038

(60)

340

(273)

0 4 0

( 6 3 )

3 4 1

( 2 3 2 )

02

(40)

20

( 1 2 0 )

『学校基本罰査」

鶴
一

体力診断テストで全国平均を100年 し
||‐

き
?江

東区の数値
1合雲差|

970
947

３

３

８

７

９

９

1000

1000
スポーツテスト」

雛 家庭教育を心掛けている区民の割合 % 670 803 85 区政世漁調査

地域活動・ボランティアに参加した児童・生徒の割合 %
4 2 . 8
13年度)

409 100 業務取得

タ 学校とのコミユニケ■ションが良いと思う保護者の割合 % 500 51 4 55 区政世論罰査

青少年健全育成事業に参加した区民の数 人 12,162 131985 16,OOO 業務取得

|,==を|

:車t“I 生涯学習・スポーツ活動に参加している区民の割合 % 427 301 45 区政世論調査

区民‐人当たりの年間図書館資料貸出数 点 83 86 10 業務取得

鍋
鞠

生産学習の成果を地域や社会に活かしている区民の割合 9 t 5 区政世続調査

藝 伝統文化財(有 形■無形)の 登録数 件 1,019 11027 1,035 業務取得

ツ 伝統文化の保存.継 承を支援,推 進している団体数 団体 15 16 業務取得

ホ 伝統文化に規しめる施設の来館者数 人 131,788 208,270 175,000 業務取得

を この1年 間に美術:音 楽・演劇等に接した区民の割合 9 t 73.1 515 65 区政世捻開査

軽 芸術文化活動団体の施設利用件教 件
57,300

(13年 度)
60.474 63,OOO 業務取得

江東区内の主要な観光・文化施設への来場者数 千 人 557 1.626 2,OOO 業務取得

2は
itlritil

町会自治会など地域活動に参加する区民の割合 % 298 177 20 区政世縮調査

NPO・ ポランティア活動に参加したこと力くある区民の割合 % ※ 区政世論調査

．２２
林

NPO団 体数 団体 8 67 110 業務取得

国際理解。国際協力の生涯学習を行つている区民の割合 % 15 1 4 2 区政世論調査

1芝41
■! : 十l i

国際ボランティア団体数 団体 20 2 6 業務取得

L『



曲
舞

韓
一醤諮懸

成十果1指 !標 単位
現状値|
■11年度

■5年 度
後期目標
21‐年度!‐

数値取得方法

:251
i i  1 1 1 1 + | 十1 1

夫婦間の家事の役割分担(時間比較 男 性:女 性) 分

100: 262

(■26)
(10年度)

1 0 1 1 2 6 8

( 1 : 2 7 )

1 4 5 : 2 1 7

( 1 1 1 5 )
区政世論調査

126‐ 男女が平等だと思う区民の割合 %
2 3 7

(12年度)
124 40 区政世論調査

区の審議会等への女性の参画率 %
2 5 4

(10年度)
292 40 業務取得

料鶴 区内の工業事業所数 事業所
3.603

(10年度)
3 , 2 6 5
12年度)

「工葉続計」

:お:字

秘 区内の高秦事業所数 事業所
5,203

(9年度)

5 . 1 4 9
14年度)

「高葉統計」

灘 商店街店舗数 件 2,536 業務取得

創業支援融資貸付件数 件 43 業務取得

韓 クィリング・オフ制度を知っている区民の割合 % 67.4 751 8 0 区政世論罰査

鶴 消費者相談件数 件
2 , 0 4 2

(10年度)
4030 業務取得

轡 要介護の高齢者で自宅で生活できている区民の割合 9 t 478 598 65 業務取得

麟 在宅サービスの病足度 9 6 527 669 60
介護保険利用者
アンケート

製 入所希望者に対する特別養護老人ホームベウドの供給率 %
7 4 8
12年度)

578 616 業務取得

轍 地域で生活できている障害者の割合 % 83.4 841 855 業務取得

ヅ 自立している高齢者の割合 % 822
8 4 4
13年度)

8 5
高齢者の生活実態
に関する調査」

繋 高齢者で生きがいを感じている人の割合
| | | :     |    |         | l i l

% 729 669 7 3 区政世論罰査

轍 就職を希望する障害者で就職した人の割合 % 715 59、0 72 業務取得

し =～車が子育てしゃすい■つてあつと早う保善者つ割合 % 560 609 65 区政世論調査

ラ 体日における男性の子育て時間 時間 3 5 38 区政世論調査

鶴
子育て仲間や相談てきる人がいない保護者の割合 9 t 193 273 18 区政世論調査

轡 子育てひろばの利用者数 人 67,932 130,240 160,OOO 業務取得

麟 保育を受けたくても受けられない乳幼児数 人 264 149 0 業務取得

灘 予単し下1宇重タラブに本れない児童数 人 23 0 O 葉務取得

ファミリ■サポート事業の年間利用者数 人
2 2 1

12年度)
5,093 8000 業務取得

轡

守

区で実施している保健・医療・福祉サ‐ビス内容についての
区民の周知率

% 500 311 40 区政世論罰査

区が提供する保健口医療・福祉サービスのうち自宅で申請できる
行政サービスの割合

% 63.5 68,3 7 5 業務取得
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分野別計画

成■果‖指■1標 単位:
1現状値i
l■11年度

15年 度
後期目標
121年度|

数値取得方法

寝たきり高齢者の割合 % 263 306 337 業務取得

要介護者がいる家族の中で介護に一日の多く(8時 間以上)を
費やしている割合

% 32.1 288 30 介霊保険利用者
アンケート

ホームヘルパーに対する利用者の満足度 % 509 670 75 介霊保践利用者
アンケート

福祉ボランティア参加者数(年間当たり延人数) 延 人 17432 20,569 23500 業務取得

艶 外出するときに段差等で移動に不便を感じている区民の割合 % 663 541 30 区政世論調査

離 歩道の段差解消幕 % 583 フ91 100 「道路現況調査」

1561
,X搬

スロニプを設置した公共施設の割合 % 523 544 58 業務取得

闘 エレベーター,ス ロニプにより移動動線が確保されている駅の割合 % 370 62,5 80.6 業務取得

鍮 自分は健康だと思う区民の割合 % 865 831 87 区政世論調査

靭 40歳 から64歳 までに生活習慣病で死亡した人の割合
%

(年中)
032

(lo年 中〕
0.30 030 「人口動産統計J

す 健康に心掛けている区民の割合 % 32,8 352 50 区政世論調査

憂整この1年 間に健康診断を受けた区民の割合 % 682 695 75 区政世論調査

戦 かかりつけ医・歯科医・薬局すべてをもっている区民の割合 % 296 266 3 0 区政世捕調査

艶 10万 人あたりの病床数 床 4395 4615 470 「医療施設調査」

餡 =次 保健医療目(江東・墨日B江戸川)内で高度医療を受けられる病院数 院 1 業務取得

戦 夜問人口(十 年1/1) 人 378923 410,903 473,916 業務取得

醐 昼間人口 人
4 3 8 . 2 5 3

(7年度)
454,680
12年度)

482.129 「目勢調査」

欝 昼夜問人口比 %
120

(7年 度)
111 102 業務取得

騨!江東区に住む給与所得者の平均通勤時間 分 32 区政世給鋼査

艦 ウォーターフロントを訪れた人数
万人

(年中)
3,lSO 4,180 業務取得

商業・業務コ娯楽,飲 食関連ゾーシ数 箇所 18 業務取得

国際会議・展示会等の開催件数 回
〔年中〕

300 309 素務取得

歩道の歩きやすさ 点
5点病点)

23 4 区政世論調査

駅周辺の放置自転車数(原 動機付自転車含む) 百 台 119 79 業務取得

交通事故死亡者数(全 体)
人

(年中)
17 「交通事故統計」
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成■果||‐指■標 単位
現状値|

1■年度
15年 度

後期目標
21年度| 数値取得方法

一７５
打

交通事故発生件数(全 体)
件

(年 中)
11995 2,474 「交通事故統計」

一
↓

南北交通の利便性 路 線 0 業務取得

公共施設の耐震補強実施件数 件 4 49 業務取得

不燃化手700/tを達成した幹線道路数 路線 8
1 1

13年度)
土地利用現況罰査」

浸水被害件数 件 19 10 業務取得

鞘
掛ギ摯章

耐震対策が施されている橋梁の割合 % 306 フ26 業務取得

離 家庭内の防災対策実施率 % 78.1 732 82 区政世論闘査

避難場所・逆難所を理解している区民の割合 3/6 714 556 8 0 区政世論観査

自主肪災訓練参加者数 人 20,992 24.006 26,500 業務取得

戦 区の備蓄食凝数 食分 350000 360000 360000 業務取得

誘 住宅に斎足している人の割合 % 230 302 40 区政世論翻査

住環境に病足している人の割合 % 319 275 40 区政世論調査

中高層建築物着工戸数 一Ｐ 6,188 3,683 4,000 業務取得

翻 治安の良さに病足している区民の割合 % ※ 区政世論調査

騨 空気のきれいさに流足している区民の割合 % 9 2 4,O 10 区政世論調査

攣 川や海に生息している鳥類の種類 種 28 28 30 業務取得

ず 区内のポケツトエコネ太―スの数 箇 所 23 36 54 業務取得

離 区民千人が1日 に出すごみの量 宮 843 721 640 業務取得

リサイクル率〈資源化率) % 130 209 262 業務取得

羅 トイレットベーパ■など再生品を購入する区民の割合 % 41 5 391 4 5 区政世論覇査

正しく分別されていないごみの割合(ご みの中の資源化可能物) %
310

(lo年度)
218 10 業務取得

灘 区が環境に配慮して行つた取組の目標達成度(※ C02削 減量) %
2 5 8

(13年 度)
181.1 100 業務取得

購 環境配定の取相を行つている区民の割合 O/6 497 468 55 区政世論覇査

lS0 14001を 取得している事業所数 事業所 10 50 100 業務取得

水とみどりを生かしたまちづくりに病足している区民の割合 % ※ 区政世論調査
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分野別計画

成■果■指■標 単位
現状値十
11年度 15年度

後期目標
121.年度|

数値取得方法

世
側
卓

！
１
■

一人当たりの公園面積 甫 988 961 10 「公国人口統計」

水とみどりに関するポランティア数 人 6 0 329 460 業務取得

江東区のまちなみが美しいと思う区民の割合 % 91 79 10 区政世論調査

鑑 まちをきれいにする運動参加者数 人 33,929 30,383 37,OOO 業務取得

① 経常収支比率 % 921 838 800 地方財政状況濁査

③
基金残高(A)(※ 区の貯金)と 起債残高(B)(※ 区の借金)
との差し引き額(A)■ (B)  |          |

百万円 △17855 △3728 0 地方財政状況調査

霞 区税収納率 % 871 901 923 業務取得

翻 公募による住民参加を行つている審議会,協 議会等の数 件 7 9 業務取得

Ω 区政が区民に対して開かれていると思う区民の割合 % ※ 区政世論調査

霞 区役所における住民基本台張情報の他業務での活用件数 件 4 0 業務取得

⑩ ホ土ムページアクセス数
件

(年中)

61,042
( 1 2 年 )

675,880 業務取得

翻 江東区報の内容を読んでいる区民の割合(江 東区報の関読度) % ※ 区政世鯨鍋査

② 区政に意見を言える機会・方法に滴足している区民の割合 % ※ 区政世論調査

勧 区内インターネット世帯普及率 % 154 42.7 区政世論調査

勧

一

電子申請が可能な業務数 件 O ※ 業務取得

霞
江東区職員め庁内LANメ エル活用度
く職員二人当たり送信メール数)

通 182 業務取得

翻 江東区職員数 人 3,440 3,394 ※ 業務取得

餓 職員の窓回対応に満足している区民の割合 % ※ 区政世論調査

① 窓日開設の時間に満足している区民の割合 % ※ 区政世論覇査

③ 施策成果目標達成率 %
125

(12年 度)
452 100 業務取得

① 庁内の課題別ワーキングチーム数 チーム 8 13 業務取得

く改定に伴い削除・統合した指標>

O 「 公共住宅の供給誘導数」

O 「 最低居住水準以上の世帯の割合」

O r水 とのバ、れあいに高足している区民の割合」及び「みどりとのふれあいに高足している区民の割合」
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